
 
 

Press Release 
                                    令和８年９月２５日 

 

さぬき再犯防止プロジェクト（PROS）の学生と受刑者が、 

今年度のコラボ製品「さぬポチ」の梱包作業を初の共同実施 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

つきましては、是非取材くださいますよう、よろしくお願い申し上げます。 
 
※日時や実施内容などの詳細は下記のチラシに記載しておりますので、別添チラシをご覧 

ください。 
 
※取材申込は事前登録制です。取材をご希望される場合は、以下の問い合わせ先欄の 

《取材に関するお問い合わせ先》までご連絡ください。 

（申込期限：10月１日（木）17:00） 

 

 

 

 

 

 

 

 今年度のコラボ製品「さぬポチ」 

 

 

 

 

 

 

令和 8年 10月 6日（火）、高松刑務所において、PROSの学生と受刑者が、今年度のコラ

ボ製品「さぬポチ」の梱包作業を直接対面で共同して行います。学生と受刑者が直接関わ

りながら共同作業を行うのは今回が初めての試みです。 

 コラボ製品は、PROS、四国矯正管区、高松刑務所が連携し、毎年企画・製作していま

す。今年度のコラボ製品は、新製品のポーチ「さぬポチ」です。 

 犯罪を繰り返す人の中には、生活環境や人間関係、経済的困窮など、さまざまな「生き

づらさ」を抱える人も少なくありません。こうした課題を踏まえ、PROSは受刑者を含む多

様な人々の「居場所と出番」をつくる活動に取り組んでいます。コラボ製品製作や今回の

共同作業もその取組の一つであり、受刑者自身が製作した製品が社会へ届けられることを

実感し、ものづくりにやりがいや達成感を感じられる機会を創出するとともに、PROSの活

動や刑務作業、矯正への理解を広げることを目的としています。 

 お問い合わせ先 

香川大学法学部 平野美紀研究室 
E-Mail：preventreoffensesanuki@gmail.com 
TEL ：087-832-1716 
 

《取材に関するお問い合わせ先》 

高松刑務所（作業）担当者：北山 整 

TEL:087-821-6119   FAX:087-821-6227 

取材申込はこちらから↓ 

https://forms.office.com/r/J4etw02DkL
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地域住民が安全に安心して暮らせる社会にするために再犯を防止することを目的とし

て、令和２年度に始動した香川大学の学生団体のプロジェクトで、犯罪や非行の前
歴がある方の「居場所と出番」を作る取組や多様な人たちを受け入れる社会づくりに

資する活動を行っています

四国矯正管区は、「さぬき再犯防止プロジェクト（香川大学学生団体）」、

高松刑務所と連携して、刑務所作業製品としてのものづくりの企画・開発に取り組
んでいます

・香川大学生協にて販売
・大学祭で販売
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連携の内容連携の内容

さぬき再犯防止プロジェクトとは？さぬき再犯防止プロジェクトとは？

取材に関するお問合せ先取材に関するお問合せ先

連携の流れ

企画したポーチを

高松刑務所で製作

連携の流れ

受刑者との共同作業

通称:PROS(プロス)(Prevent-Re-Offense Sanuki)

大学生と受刑者が

共同作業形式で作業の動機付けを深める

令和８年１０月６日（火）１３：３０から、高松刑務所において、

香川大学学生と受刑者が関わり合い、共同作業形式により、作業の動機付けを深め

新製品（ポーチ）を作り上げます。

10/6 13:30～

刑務所作業製品への製品化
デザイン検討

次年度の企画製品の検討
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